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１．はじめに 

 近年、有名な観光地に人や車が集中することに起

因する環境上の問題が指摘されてきた。2020 年以降、

新型コロナウィルスが蔓延し、観光公害にさらされ

てきた地域は激変した。一時期、インバウンドはも

ちろん、国内からの観光客もほとんど見かけること

はなくなった。むしろ、経済上の問題のほうが深刻

となり観光公害ではなくなった。コロナとの付き合

い方を模索する中で、after コロナの時代に向けた社

会の展望が始まってきている。 

 観光もその大きな要素の一つであり、有名な観光

地に大勢が押し寄せるタイプのツーリズムは、今後

敬遠される可能性が高い。個人あるいは少人数で、

経費をかけずに近場を回る。ソーシャルディスタン

スを保ちながら、これまであまり注目されてこなか

った地元にある身近な地域資源にも注目されること

が想定される。このような after コロナの時代に向け

た観光として、本稿では大阪 24 区を例にとりあげ、

クラウドGISを活用した地域密着型のマイクロツー 

リズムの仕組みと利用の仕方を解説する 

 

２．大阪 24区の歴史と痕跡 

現在の上町台地が大阪湾と河内湾の間に突き出た

半島であった頃（図 1 参照）、今の大阪市のほとんど

は広大な水面の下に眠っていた。その後、河内湾が

徐々に陸地化する中で、大阪は、瀬戸内海と京都の

間に位置する交通の要衝としての地位を固めた。上

町台地の北端は、淀川、大和川が流入する自然の防

御を兼ね備えていたため、石山本願寺、豊臣秀吉の

大坂城築城を経て、大阪は江戸時代には天下の台所

として商人の町へと発展した。大正から昭和にかけ

ては日本一の人口となり、大大阪の時代を向え、東

洋のマンチェスターとも呼ばれる繁栄を誇った。 

第二次世界大戦で焼け野原となるも、戦後、1970

年の大阪万国博覧会をピークとする高度成長期を経

て再度活気を取り戻してきた。その一方で、河川や

堀は埋め立てられ、高速道路が縦横に整備された。

市内に張り巡らされていた市電もモータリーゼーシ

ョンの影響により過去の風景となった。古くからの

地名なども新住所表示となり、かつての大阪の面影

は徐々に消え去りつつある。 
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注：カシミール３D により海抜 2m 以下を水色に着色した図 

図１ 大阪湾に突き出た上町台地 

 

大阪は、縄文時代から古代、中世、近世、近代に

いたるまでの歴史的な出来事が数多く重層している。

新しい風景に置き換わりつつあるなかで、私たちの

目の前の日常の風景の中にかつての歴史や出来事の

痕跡を発見することができる。 

本稿でのマイクロツーリズムの対象となる地域資

源は図 2 に示すとおりであり、痕跡の形状により、

線、点、面の 3 つに区分けすることができる。線と

は、鉄道の廃線跡、河川の跡、旧街道のように線状

のもの、点とは、戦争遺跡や土木建築遺産などや歴

史文化の暮らしの痕跡、面とは一定の広がりを有す 

る地形地質（傾斜や段差を含む）などを対象とする。 

図 2 マイクロツーリズムの対象となる地域資源 

図 3 廃線跡（大阪市電のみ）の路線網 

図 4 埋め立てられ暗渠となった河川跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 大阪市内から各地に通じていた旧街道 

 

上町台地 

 

 

 

 

大坂城 

旧河内湾 



3 

 

３．クラウド GIS活用による痕跡へのアプローチ 

 マイクロツーリズムの対象となる地域資源の痕跡

を線・点・面に区分し、それぞれの位置を地図上に

特定し GIS 上で表現する。図 6 に示す通り痕跡の具

体的な位置、属性、写真（動画）などを文献からと

りまとめ、クラウド GIS で、いつでもだれでもスマ

ートフォンを使いアクセスを可能としている。 

図 6 クラウド GIS による痕跡へのアプローチ 

 

対象となった痕跡のうち点に関してはタイトルと

概要を 140 字程度で解説し、写真・動画あるいは解

説図を添付していく。これらの属性情報、すなわち、

位置（線・点・面）、タイトル、概要（140 字）、写真・

動画をクラウド GIS に格納する。 

クラウド GIS で構築された大阪 24 区の痕跡で 24 区が色分けさ 

れ、拡大していくと廃線跡、河川跡などが表示されていく 

図 7 構築された大阪 24 区街の痕跡の記憶 

クラウド GIS は、ESRI 社の ArcGIS Online を用い

た。 ArcGIS Online を使うことで、スマートフォン

あるいはタブレットと連携しており、explorer for 

ArcGIS か Collector  for  ArcGIS を通じて現場への

現在位置からのナビゲーションと現場での痕跡の属

性確認を行うことができる。図 7 は構築された痕跡

の全体を示している。 

 

４．スマートフォンアプリの活用 

 スマートフォンのアプリである Explore for ArcGIS

を利用する場合、初期のインストールなどの手順は

以下に示す通りである。 

① スマートフォンに無料アプリ Explorer for 

ArcGIS(iOS or Android)をインストール 

② アプリを立ち上げ最下段の「サインインし

ないで続行」を選択 

③ 右上の検索窓に「大阪 24区」を入力 

④ 「大阪 24 区・街の記憶の痕跡 閲覧用」

が表示されるのでそれをクリック 

⑤ 画面上で移動・ズームアップし、緑色の点

や旧街道のラインなどをクリック 

⑥ サブボックスが開き、そこに名前と概要が

表示され、追加を押すと写真などの画像が

表示される 

クラウド GIS に格納された大阪 24 区の痕跡の閲

覧を現場ではスマートフォンのアプリで行う。単に

閲覧するだけの場合は、Explore for ArcGIS を開いて、

現在地から目的となる痕跡の位置までナビゲーショ

ンとして使用する。痕跡の内容の追加などはライセ

ンスが必要なため、Collector for ArcGIS を用い、現

場で気づいたことを入力（追加や修正）する。現場

でまとめて情報を入手し、帰宅後、PC 上で ArcGIS 

online でそれらの情報を追加・修正することも可能

である。Explore for ArcGIS を開いた時の画面は図 8

に示すとおりである。 

画面の拡大、縮小、移動を二本指で行いながら、

目的となる痕跡をタップすることで属性情報を表示

させていく。 

 

 

     凡例 

緑の丸印 街の記憶の痕跡 

紫の実線 アーケードのある商店街 

黒の点線 鉄道廃線跡（市電含む） 

青の点線 旧河川・堀の跡 

赤の実線 旧街道 
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大阪駅周辺を拡大したもので、水色はかつての中の島からの船運

の際に利用した船の発着所（上が国際、下か国内）ここで列車に

積み替えが行われた） 

図 8  Explore for ArcGIS で表示させた時の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 デジタルアーカイブの利用 

 

過去の絵葉書や写真などは通常、著作権を有する

ためクラウド GIS などに使用することはできない。

近年、デジタルアーカイブとしてフリーで利用でき

る画像が広がってきている。図 9 はその一例で、大

阪市立図書館が所有するデジタルアーカイブ（初代

大阪駅の写真）をスマートフォンに表示させたもの

である。 

 また、痕跡の内容を短い動画に収め、動画投稿サ

イトの URL を追加させることで、より臨場感のあ

る情報提供につながることが期待できる。 

 

５.内容の更新と実街歩きとの連携 

 大阪 24 区・街の痕跡の記憶のクラウド GIS の内

容は追記型・参加型となっており、日々内容が更新

されていくものである。また、大阪市住まい情報セ

ンターとタイアップ事業として、一般の方々と一緒

に実際の街歩き事業とも連動している。2019 年には

天神橋筋商店周辺の痕跡を見て歩き（図 10 参照）、

2020 年はコロナの影響によりバーチャルフィール

ドワークとして開催する予定である。 

図 10 実際の街歩きとのタイアップ事業（2019） 

 

６.おわりに 

 大阪 24 区・街の痕跡の記憶は、失われつつある大

阪の街並みの痕跡の記憶を後世の世代に引き継いで

いくことを目的として始まった。新型コロナウィル

スの感染拡大によって、観光の在り方も大きな変化

を受けるようになった。新しい生活様式の中にこの

クラウド GIS が活かされていくことを期待したい。 
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